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富士山歴訪の旅 

１． 大月秀麗富嶽十二景登山の旅  ２０１２年 

   【５】十一番 高川山  ５月２６日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全力で突っ走れ！ 折乃笠部長 
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目次 

【１】目的 

（１）更なる大月発見 

（２）大月市民特性の地理的背景 

（３）何事にも目的を持ってチャレンジ 

【２】大月市秀麗富嶽十二景 十九峰 地図 

【３】 八番 岩殿山           ４月３０日（月） 

【４】 六番 扇山            ５月１９日（土） 

【５】 十一番 高川山          ５月２６日（土） 

【６】 七番 百蔵山           ６月１０日（日） 

【７】 八番 お伊勢山          ７月１４日（土） 

【８】 十番 九鬼山           ８月 ４日（土 

【９】 九番 倉岳山 高畑山       ８月１３日（月） 

【１０】二番 牛奥ノ雁ヶ腹摺山 小金沢山 ８月１６日（木） 

【１１】五番 奈良倉山          ８月１８日（土） 

【１２】十二番 清八山 本社ヶ丸     ９月 １日（土） 

【１３】四番  笹子雁ヶ腹摺山      ９月 ９日（日） 

【１４】一番 雁ヶ腹摺山 姥子山      ９月２９日（土） 

【１５】三番 大蔵高丸 ハマイバ     １０月 ６日（土） 

【１６】四番 滝子山           １１月 ２日（金） 

【１７】考察 

 （１）更なる大月発見 

①全体を通して 

  ②秀麗富嶽十二景 日本一富士山が美しい十九の峰 

③大月の文化 

  ④悲しみの森 

  ⑤まとめ 

（２）大月市民特性の地理的背景 

 （３）何事にも目的を持ってチャレンジ 

   ①心意気 

②チャレンジ ベスト５ 

  ③失敗 ワースト５ 

   ④楽しかった ベスト５ 

【１８】まとめ 
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【５】秀麗富嶽十二景 十一番 高川山 

５月２６日（土） 

自宅 → 初狩駅 車 

初狩駅 → 高川山 → 小形山集落 → 尾県郷土資料館 → 田野倉駅 

田野倉駅 → 上大月駅 富士急線 
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十一番 高川山 

 

 

６時００分起床 快晴 

実は今、名古屋、名鉄ニューグランドホテル。 

昨日から出張で来ており、今日は帰りの徒に付く。 

せっかくなので、中央本線長野県塩尻経由で帰ることに。 

７時発の特急しなの一号、塩尻で９時発のあずさ８号、 

甲府で普通電車を乗り継いで大月に１０時５８分着。 

 

一旦帰宅し、昼食、山の準備をして、家内に 

大月駅の次の初狩駅に送ってもらう。 

ここが、本日の登山の出発点となる。 

 

１２時１７分 

初狩駅、標高４２０ｍ。 

高川山に向けて出発進行。 

少し曇っているが、日差しは結構きつい。 

しばらく民家が続く。 

おばちゃんとこんにちはの御挨拶。 

 

ここで高川山の紹介。 

『高川山は標高９７５．７ｍ、笹子川と桂川と 

にはさまれ、周囲から独立した感じの山である。 

山頂からは、南正面に見事な富士山の姿をはじめ、 

ほとんど３６０度の大展望を楽しむ事ができる。 

さまざまな山を見渡せるおもしろさがこの山の 

特長である。』 

 

１２時２５分 

お墓の団地を通過。なんとなく涼しい。 

小鳥のさえずりが清々しい。 

のどか、そのもの 

 

１２時３５分 

ひたすら舗装の道を登り続ける。 

しばらく舗装の道が続く 

 

 

 

向こうに見えるは高川山 

 

 

 

大月駅から甲府寄り１つ目の初狩駅 
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”熊出没注意”の看板がやたらあるが、実際 

熊が出たらどう注意すればよいのか？？？ 

 

１２時４８分 

まだまだ登りが続く。 

心臓ドキドキ、汗ビショビショ、息ハアハア。 

 

１２時５６分 

休憩。あたりはやたら静かな山の中。 

人っ子一人いない。 

熊が出たらどうしよう。 

 

１２時５８分 

出発。 

ピンクの山ツツジが綺麗。 

緑の木々とすばらしくマッチングしている。 

これが自然の美でんな。 

おじさんの家に扇山生まれのお友達がいるよ。 

と折れそうな枝を探す。 

 

１３時１５分 

まだまだ、登り坂は続いている。 

男坂、女坂の分岐点。何が違うのかな。 

なんとなく女坂を選択。 

それにしてもきつい坂が続く。 

山肌を四つんばいで登る所もある。 

ヒィーヒィー。 

 

１３時２７分 

やっと頂上に到着。 

日当たりも良く３６０度の大パノラマ。 

すばらしい！ 

 

 

 

 

 ３６０度の大パノラマ  リニアモーターカー実験線を望む 

 
 

至る所にも標識があって親切 

 

 

 

熊出没注意の看板有 

 

 

 

ここにもピンクの山ツツジ 
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振り向くと、な・な・ない、 

富士山がいない。 

雲にお隠れになっている。残念。 

気を取り直して頂上に飾ってある 

写真を見る。美しい！ 

 

天気は良くて日差しがこころよい。 

他の山はたいへん良く見えている。 

 

１４時００分 

まだ、一人山頂にいる。 

物思いにふけっている。 

なにか仙人になった様だ。 

結局、頂上で出合った登山者は一人だけ。 

それもあっという間に下山していった。 

 

高川山はおらのものといった感じ。 

 

富士が現われるのを待つ。 

 

ここで白籏史朗氏を紹介。 

『白籏史朗氏は昭和８年大月市（当時の廣里村） 

出身の世界的な山岳写真家。 

日本写真協会賞などの受賞歴も多い。 

秀麗富嶽十二景の主謀者である。』 

 

富士山の裾野は見えてきたが全景は見えない。 

 

ここで白籏史朗氏のコメントを紹介。 

『山の写真を撮る時に、天気がよくなって 

から行くのでは遅い。 

天気が悪い時に山を登って行って、良い時間を待つのです。 

私の撮影はいつもそうです。テントと水、食料を背負って、 

たいへんなんですよ（笑）。そうして、「ここぞ」という時に山を捉える。 

あきらめて帰ろうとした時に風が吹いて雲が動き出し、また引き返すこと 

もしょっちゅうです。』 

ポスターを写す 本当はこんな感じ 

 

 

 

山頂は修練所の様な感じ 

 

 

 

本当は雲のあたりに富士山が 
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１４時１３分 

下山開始。 

富士山はついに現われなかったが、頂上でゆっくり 

物思いにふけられたので十分充実感有。 

都留田野倉に向かうルートを選択。 

 

大月市発行のパンフレットの推奨ルートは、 

初狩駅～高川山山頂～初狩駅になっている。 

これは大月市内で自己完結するためのものと改めて気がついた。 

一般的に有名なのは、初狩駅～高川山山頂～都留田野倉駅。 

 

１４時２２分 

快適に杉林をぬって下っている。 

 

１４時３５分 

急な下り坂を加速度的に下りている。 

かなりの傾斜である。 

 

１４時４０分 

木々で暗い。熊が出そうな予感。 

次回の登山から熊除けの鈴を持参する事にする。 

以前、シャシ機構設計部時代、部の熊さんが北海道の熊牧場に行って、 

立派な熊除け鈴を買って来てくれた。 

しばらく会社用鞄に付けていたが、うるさいと不評で今はしまってある。 

 

１５時００分 

ひたすら下っている。 

だいぶ勾配もゆるやかになって歩きやすい。 

 

１５時０５分 

舗装道路に出た。舗装道路走行は大得意。 

去年、甲州街道、日野～下諏訪間を歩いている。 

全工程６日間、歩行時間３９時間５１分、 

歩行距離１７８．６ｋｍ。 

 

 

舗装道路に出た 前に小形山集落が見える 

 

 

 

杉林の中を急な下り坂が続く 
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１５時１０分 

小形山集落が見えてきた。 

 

１５時１５分 

小形山集落入り。 

リニアモーターカー山梨実験線は 

全面改修中である。 

 

１５時２５分 

小形山 尾県郷土資料館で休憩。 

ここは、明治１１年に建てられた 

尾県学校の建物である。 

しばらく、館長さんと世間話をする。 

地元大月浅利の友人のお母さんが 

女学生の頃の写真が飾ってある。 

今はもう８６歳だが。 

 

富士急田野倉駅に向かう。 

 

１５時４５分 

国道１３９号線に出た。 

途中、ローソンでビールと鱈チーズを買う。 

 

１５時５０分 

富士急田野倉駅に到着。 

それにしても田舎の駅。 

駅員さんはおばちゃんで、なんと駅舎は 

そのおばちゃんの家。 

切符売り場の奥は居間になっている。 

いいですねえ。 

 

切符を買う。 

次の駅の上大月駅までなんと２１０円。高！ 

距離にして２ｋｍ位。 

さすが、富士山観光鉄道。 

まるで民家の田野倉駅 

 

 

 

モダンな造りの尾県郷土資料館 

 

 

 

右が中央高速河口湖線 真ん中がリニア実験線 
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ホームのベンチに座ってと。 

ビールで乾杯。美味！鱈チーズも美味！幸せ～。 

 

電車がやってきたが、もう少しゆっくり 

時間を楽しもう。 

御機嫌モードで次の電車にする事に。 

 

今日も登山だけでなく、 

いろいろなことを楽しんだ。 

 

１６時２３分 

上大月駅着。 

家内にお迎えに来てもらって夕飯の買物へ。 

今日はお刺身とアジフライにしてね。 

 

秀麗富嶽十二景 十一番 高川山 

 

登山はこうして平和に終わりました。 

 

追伸 

朝は名古屋にいて、中央本線経由で帰ってきて、 

午後は登山。 

我ながら行動力と体力があるなと感心致しま

レトロ塗装の電車がやってきた 
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